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　　　一成人おめでとう一
満20歳、成人になられた喜びの中にも緊張

をかくしきれない気持で、お祝いの記念品を

受ける若者たち。

　この日は、権利とともに、責任の大きさを

あらためて自らに念を押す日でもあります。

　これからは、立派な社会の一員として責任

ある行動が要求されます。

　　　　　＜松本明宜氏撮影＞

一おもな内容
村
県
民
税
の
申
告
は

　
三
月
十
五
日
ま
で
に
・
…

餅
の
贈
り
も
の
：
：
・

鰭
齢
麟
讐

財
政
事
情
の
公
奉
…
…
・

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

　
　
　
り
を
（
北
地
区
）
：

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
・
…

（4）（言）　（3）　（2）　（2）（2）

く村勢〉総人ロ…8，573’（男4，259女4，314）　世帯…1，937面積…22．34平方キロ （1月1日現在）



広報こうなん（2昭和51年2月5日
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こ
と
し
も
村
県
民
税
の
申
告
時
期
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
た
は
、

◎
五
十
一
年
一
月
一
日
現
在
、
本
村
に

　
住
所
が
あ
る
か
た
で

◎
五
十
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
か
た
、

　
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
申
告
を
す
る

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
給
与
所
得
だ
け
で
他
の
所
得
が
な

　
く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　
が
役
場
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た

一
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
か
た

村
県
民
税
の

　
　
　
　
申
告
書
の
配
布

　
村
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
に
は
、
申
告

の
日
時
が
記
入
さ
れ
た
村
県
民
税
の
申

告
書
を
近
日
中
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
か
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2月の納税
国民健康保険税

　　　　　第6期

納期……3月1日
●完納で築く

　住みよい我が郷土●

⑱
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！
亟
蔓
i
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た
は
役
場
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
者
の
納
税
相
談
日

（
縣
雛
蕩
得
と
の
）

　
昭
和
五
十
年
分
の
農
業
所
得
者
、
及

び
農
業
所
得
と
給
与
所
得
と
の
合
算
申

告
を
行
う
か
た
の
た
め
に
、
所
得
税
確

定
申
告
納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
こ
と

し
は
、
み
な
さ

ん
に
確
定
申
告

書
の
書
き
方
に

強
く
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
、

　
　
鍮

望
。
　
　
　
7
二

時
　
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所
役
場
二
階
会
議
室

注
一
　
確
定
申
告
書
の
封
入
書
類
に
、

　
　
相
談
日
時
の
案
内
状
を
差
し
上
げ

　
　
て
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
そ

　
　
の
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

注
二
　
相
談
に
は
次
の
書
類
な
ど
を
ご

　
　
持
参
く
だ
さ
い
。

1
、
こ
の
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

2
、
給
料
の
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す

　
る
帳
簿
や
書
類

■
3
、
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

4
、
印
か
ん

5
、
そ
の
他
、
申
告
に
必
要
な
も
の

3
旧

　
　
　
　
　
　
　
相

談
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
と
く
に
次
の
こ
と
に
ご
留
意
の
う

え
、
沿
で
か
け
く
だ
さ
い
。

※
　
申
告
書
は
、
ご
自
身
で
ご
記
入
の

　
う
え
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
だ

　
け
担
当
者
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
従
っ
て
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
氏
名

生
年
月
日
、
生
命
保
険
、
社
会
保
険
、

な
ど
の
払
込
額
は
、
ぜ
ひ
ご
記
入
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
日
　
二
月
十
六
日
か
ら
二
月
十
九

　
　
　
　
日
ま
で
。し

○

餅
の
贈
り
も
の

　
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て

昨
年
の
暮
に
、
つ
き
た
て
の
餅
を
村
内

の
各
施
設
や
保
護
家
庭
、
そ
れ
か
ら
、

村
内
の
か
た
が
た
が
お
世
話
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椙
　
談

一
　
　
　
　
　
　
　
　
確
定
申
告
に

訟献

　
　
　
　
　
　
　
関
し
て
の
無
料

相
　
　
　
　
　
納
税
相
談
を
上

税
　
　
　
　
の
表
の
日
程
に

納
よ
り
開
設
い
た

料
　
　
　
　
し
享
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
利

無
　
　
　
　
　
　
・
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
用
く
だ
ざ
い

一
　
　
な
お
・
相
談
時

　
　
　
　
　
　
　
　
間
は
、
午
前
九

　
　
　
　
　
　
　
　
時
か
ら
午
後
四

　
　
　
　
　
　
　
　
時
ま
で
で
す
。

い
る
近
在
の
施
設
に
も
贈
り
、
た
い
へ

ん
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
餅
米
は
村
が
将
来
総
合
運
動
場

相談会場 関係市町村 相　談　　日 摘　』　要

熊谷陳列館
（市役所前）

熊谷、大里

江南、川本

妻沼、

2月23、24、25、

　26、
3月1、2、3、
　4、5、6、

税理士が相談に

応じます

農業総合センター 江　南　村 3　月　3　日
村の職員が
相談に応じます

、
ノ〈

）
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聴
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青
色
申
告
は
単
に
税
金
の
面
で
有
利

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
合
理
化

に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
告
さ

れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
青
色
申
告
の
決
算
指
導
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
と
　
き
　
　
二
月
十
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
二
月
十
九
日
ま
で

○
と
こ
ろ
　
　
江
南
村
母
子
健
康

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

、
　
魁
　
、
　
魁
　
へ
　
、
　
し
　
、
　
、
　
魁
　
吃
　
魁
　
、
　
庵
　
覧
　
嘱
　
馬
　
庵
　
、
　
、
　
、
　
『
　
覧
　
、
　
し
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

を
作
る
用
地
と
し
て
買
収
し
た
う
ち
の

約
七
〇
ア
ー
ル
の
土
地
か
ら
収
穫
し
た

も
の
で
、
運
動
場
の
建
設
が
始
ま
る
ま

で
の
期
間
、
空
地
に
し
て
お
く
の
は
惜

し
い
の
で
、
な
に
か
に
役
立
て
よ
う
と

関
係
の
か
た
が
た
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
ニ

こ
の
こ
こ
ろ
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
八
俵
の
餅
米
が
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
手
際
よ
く
つ
か
れ
、

見
学
に
来
た
保
育
所
や
栃
の
実
の
郷
の

児
童
に
も
ア
ン
コ
ロ
餅
や
カ
ラ
ミ
餅
が

ご
ち
そ
う
さ
れ
ま
し
た
。
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昭和51年2月5日

一効率的な財政運営一

　
村
の
財
政
事
情
の
公

表
は
、
一
年
に
二
回
行

い
ま
す
が
、
今
回
は
昭

和
五
十
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
の
予
算
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
度
は
、

当
初
か
ら
非
常
に
厳
し

い
財
政
事
情
下
に
あ
っ

て
、
予
算
総
額
七
億
八

千
八
百
四
十
九
万
九
千

　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
億

　
　
　
　
　
2

（3）広報こうなん

　　　昭和50年度予算に対する
　　　収入及び支出の概況（12月31日現在）

　　　1村1愛村聡欝雛慧髭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　び　　　　　　　　　　　

歳入　邪乳　騨震購猟
季

　ズて
　　　　ノ

（、

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
事
情
に
よ
っ
て
、
二
千
六
百
八
十
万

九
千
円
を
追
加
し
、
現
在
八
億
一
千
五

百
三
十
万
八
千
円
の
予
算
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
収
入
済
額
五
億

八
千
八
百
三
十
三
万
二
千
円
で
、
予
算

額
に
対
し
て
、
七
十
二
・
二
％
、
歳
出

で
は
、
三
億
八
千
七
百
六
十
八
万
七
千

円
、
四
十
七
・
六
％
を
支
出
し
て
お
り

ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
の
環
境
整
備

1億円

予算総額 8億1，530万8千円

収入済額 5億8，833万2千円
♂

支出済額 3億8，768万7干円

へ 歳入｛鄙鵡

｝

歳・｛憲傭
凡

鴨

コ
〆…

｛
議 へ ≒

4 ㍗ 争
一
凋歳出

農
林
水
産
業
費

そ商衛議消公民教土総
の工生会防債生育木務
他費費費費費費費費費

遍－

囑
一
！
　
　
　
篤
　
ハ
ノ
　
　
　
　
　
・
■
9
“
！
　
9
亀
一
“
、
．
、
、
∵
、
＝
杁
甲
り
・
’

1億円

2億円

3億円

村の借入金の現在高（12月3旧

区　　　分 金　額 説　　　　　　　明

教　育　債 　干円
168，969

学校・幼稚園・集会所等建設費

土　木　債 114，738 道　路　整　備　事　業

農林水産業債 24，853 農村センター建設費
衛　生　債 644 母子健康センター建設費

民　生　債 33，150 保　育　所　建　設　費

減税補てん債 39

合　　　計 342，392

を
重
点
に
必
要
度
の
高
い
も
の
か
ら
、

着
々
と
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
財
源
の

確
保
に

つ
い
て

も
、
国

や
県
の

補
助
金

を
充
分

に
活
用

し
て
、

最
も
効

率
的
な

財
政
運

営
を
い

た
す
よ

う
努
力

し
て
お

り
ま
す
。

（r
北
地
区
が
農
用
地
の

　
　
利
用
増
進
事
業
実
施
区
域
に
指
定

－
安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り
を
ー

　　　　財　　　　産
．村長管理財産

　建物　　　　　　　　：　　教育委員会管理財産

　　　　灘…雌顎一 　
こ
の
事
業
は
、
村
が
中
心
と
な
っ
て

農
用
地
区
域
内
で
、
手
間
不
足
や
勤
め

の
関
係
で
耕
作
を
他
人
に
任
せ
て
経
営

規
模
を
少
な
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る

農
家
の
双
方
の
意
向
を
つ
か
ん
で
、
簡

単
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
農
地
の
賃
貸

　
　
　
　
　
　
　
借
が
行
な
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
す
る
た
め

　
　
　
　
円

の
画
期
的
な
制
度

で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の

事
業
は
農
地
（
水

田
裏
作
に
も
適
用

）
の
賃
貸
借
を
促

進
す
る
た
め
、
農

地
法
の
制
約
も
大

巾
に
緩
和
さ
れ
て

お
り
、
貸
し
手
も

安
心
し
て
農
地
を

貸
す
こ
と
が
で
き

藻
ず
。

農
地
を
借
り
た

い
か
た
、
貸
し
た
い
か
た
、
ま
た
こ
の

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
の
お
問
合
せ
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
産
業
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

委
員
長
に
高
橋
さ
ん

　
昨
年
十
二
月
三
十
、
一
日
任
期
満
了
の

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
は
、
十
二
月
の

定
例
村
議
会
で
選
挙
さ
れ
、
次
の
か
た

が
た
が
、
委
員
及
び
補
充
員
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

委
　
員

　
〃

　
〃

　
〃

補
充
員

　
〃

　
〃

　
そ
し
て
、

委
員
会
で
、

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

高
橋
義
四
郎
（
上
新
田
）

小
久
保
忠
良
（
千
　
代
）

平
山
道
三
郎
（
樋
春
）

飯
島
　
虎
芳
（
板
井
）

永
田
　
揖
長
（
押
　
切
）

木
村
与
三
郎
（
野
　
原
）

駒
井
　
利
次
（
小
江
川
）

一
月
十
四
日
の
選
挙
管
理

委
員
長
、
委
員
長
職
務
代

理
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
　
高
橋
義
四
郎

　
　
同
代
理
　
　
小
久
保
忠
良

清
き
一
票

明
る
い
政
治
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国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

－
四
月
か
ら
千
四
百
円
に
ー

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
五
十
一
年

四
月
か
ら
三
百
円
増
額
さ
れ
て
、
一
カ

月
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
　
ち

っ
た
り
、
あ
る
い
は
母
子
世
帯

に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
支

給
し
て
生
活
の
安
定
を
図
る
制
度
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
一
昨
年
の
春
に
は

大
幅
に
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま

た
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、
一
昨

年
と
昨
年
合
わ
せ
て
四
・
一
％
も
年
金

額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
金
額
を
引
き
上
げ
る
に
は
、
そ
の

財
政
的
裏
付
け
と
し
て
、
国
の
負
担
金

の
ほ
か
に
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
保
険

料
の
改
定
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
が

　
　
　
　
　
将
来
の
あ
な
た
の
年
金
を

　
　
　
　
　
よ
り
ょ
く
す
る
た
め
に
、

移　
　
　
　
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
従
来

ど
お
り
一
カ
月
四
百
円
で
す
。

　
年
金
に
つ
き
ま
し
て
の
お
た
ず
ね
は

住
民
課
、
年
金
係
に
ど
う
ぞ
。

入
学
希
望
者
の
募
集

　
熊
谷
高
校
吉
岡
分
校
（
定
時
制
）

　
熊
谷
高
校
吉
岡
分
校
（
定
時
制
）
で

は
、
次
の
要
項
で
入
学
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
と
学
習
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は

困
難
な
面
が
多
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ

て
集
ま
っ
た
仲
間
と
共
に
学
び
語
ら
い
、

合
う
生
活
は
、
生
涯
に
と
っ
て
た
い
そ

う
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
o
二
次
募
集

　
願
書
受
付
　
3
月
18

日
～
3
月
22
日

　
試
験
日
　
3
月
2
6
日
（
金
）

合
格
発
表
　
3
月
2
9
日
正
午

○
お
問
合
せ
は
、
熊
谷
市
平
塚
新
田
四

　
八
三
　
　
（
熊
谷
高
校
吉
岡
分
校
）

　電話

（
36
）
0
8
8
1

｝
イ
蕩
劉
、
製
、
譲
イ
ィ
ピ
ィ
！
講
覇
醐
概
イ
欝

果
、
は
て
家
ら
　
鉢
附
　
協
ん
　
　
　
　
亀
亀
a
L
L
　
a
9
　
・
て

　
冬
の
道

　
　
　
ス
リ
ッ
プ
三
倍

　
　
　
　
　
注
意
も
三
倍

　
ド
ラ
イ
バ
i
泣
か
せ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
雪
が
降
り
、
路
面
は
凍
る
、
エ
ン
ジ

ン
の
か
か
り
が
悪
い
…
…
な
ど
と
、
運

転
に
悪
い
条
件
が
重
な
る
と
き
で
す
。

　
こ
う
し
た
冬
の
道
路
で
は
、
ふ
だ
ん

以
上
の
細
か
い
注
意
が
必
要
で
す
。

　
凍
結
期
の
安
全
運
転
、
そ
れ
は
ス
ピ

ー
ド
を
治
さ
え
る
こ
と
で
す
。

　
高
速
運
転
中
の
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

ン
ド
ル
は
、
自
ら
を
死
に
導
く
危
険
こ

の
う
え
も
な
い
こ
と
で
す
。

楓
♂
、
く
“
、
く
“
、
く
く
く
く
く
’
、
く
’
、
く
く
く
く
く
≦
ミ
ミ
≦
藩

㎜
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
運
動
実
施
中
　

ご
く
く
く
く
≦
、
≦
、
｛
’
、
く
く
く
く
く
く
≦
、
く
く
く
く
く
く
く
く
ひ
い

　
一
秒
を
　
い
そ
ぐ
心
に
　
事
故
の
影

グー、歳末助け合い募金結≡

1歳末助け合い運動につきましてl

lなさんの善意とご理解によりましr
イ額の募金がよせられ、恵まれない髪
イ施設に入所しているかたがたに贈1
’

1いただきました。
’　また、仏教会の皆さまがたの托歪
1人のかたからも、あたたかいご寄β
’
，ただきました。

1　ここに募金結果を報告して、ごt
イださった地区役員さんや村の皆さノ
1礼申し上げます・

1　　昭和50年度
1　　歳末助け合い結果
♂成沢37350円塩　8’＿　　　　　’

1二本19，800〃板井18
イ上新田8，850〃　　柴　　 2
ぐ上押切13，050〃千　代　11
’

1下押切8，700〃試験場　1
イ樋春北12，600〃療養所
イ樋春南7，650〃托鉢23’
診御正新田36，000〃　役場職員　　9
1須賀広10，900〃　“固人募金）
イ野　原13，650〃島田一三六さん16
ピ小江川29100円合　計290
4、へ～、彫、へ彫く～、。、～、へ、、亀、働、～、

　
昨
年
の
十
二
月
二
十
一
日
、
中
学
体

育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
第
七
回
婦

人
会
字
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
参

加
十
一
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
熱
戦
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
組
合
せ
や
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
優
勝
（
A
．
）
　
　
　
野
原
チ
ー
ム

　
優
勝
（
B
）
　
　
　
樋
春
北
チ
塵
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　第7回婦人会字別バレーボール大会

Aブ・　野　，　iBブ・樋
ック原P　iツク発

2
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0
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の

“
く
ら
し
の
中
の
放
送
番
組
・

　
　
　
明
る
い
農
村
を
ど
う
ぞ

　
　
総
合
テ
レ
ビ
・
朝
六
時
三
十
分

　
朝
の
茶
の
間
に
全
国
各
地
の
農
村
の

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
伝
え
る
「
明
る
い

農
村
」
は
、
次
の
よ
う
な
幅
広
い
企
画

に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
押
切

樋
春
北

塩
柴
千
代

樋
春
南

野
　
　
原

上
新
田

上
押
切

成
　
　
沢

御
正
新
田

月
（
村
の
記
録
）
“
農
業
を
と
り
ま
く

　
動
き
と
問
題
を
多
角
的
に
追
求

火
（
話
題
と
人
）
腫
時
時
の
話
題
と
建

　
設
的
な
活
動
を
す
る
人
達
の
紹
介

水
（
農
村
新
地
図
）
…
各
地
の
移
り
変

　
る
農
村
の
現
状
を
紹
介

木
（
産
物
百
科
）
爬
各
地
の
農
産
物
の

　
話
題
と
産
物
の
今
後
を
考
え
る

金
（
村
を
結
ぶ
）

土
（
き
ょ
う
の
話
題
）
腿
流
動
す
る
農

　
業
間
題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
と
ら
え
、

　
国
民
的
視
野
で
考
え
る

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
放
送
の
再
放
送
を

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
十
｝
時
二

十
分
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
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1　〃〃κは聞く耳を、もっています……
塁
こ　　0488－33－2044は、　　　　　　　擢κ髭の浦和放送局には、聴視者の皆

1　皆鰐話を待って嚥鰐響1こ生か　　
季　　腰饗欝、鷺　〃〃κでは魂さんのご意見やご要
3　興　篭騰懸　　御作りに生かして・よリ良い放送
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